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御岳昇仙峡地域はぶどうや桃の栽培が盛んな甲府盆地の北

方に位置し甲府市と盆地の一部が地域の南西部と南東部に含

まれる･そのほかは関東山地南西部の山岳地域に連なりか

なりの部分派特別名勝の御岳昇仙峡を含む秩父多摩国立公園内

にある･また日本式双晶の水晶を産出したことなどで有名な

乙女鉱山も本地域に含まれている.

本地域は地質学上はフォッサマグナのやや東側に位置し

西南目本外帯の北東への延長上にあって四万十帯に属する地域

でもある.

山岳地域の大部分は新第三紀以降の深成岩類と火山岩類と

からなりこのほかに白亜紀と推定される四万十累層群の小分

布が見られる､

四万十累層群は頁岩･砂岩を主とし深成岩類に貫かれて断

片的に分布するが構造はほぼ一定しており全体に西北西一東

南東の走向で北に傾斜している.

深成岩類は甲府盆地を取り巻くように発達する甲府深成岩

体の一部で本地域では貫入時期牟異にする3岩体(貫入順に

甲府花開岩体川浦複合岩体及び小烏花商閃緑岩)に大別され

る｡それぞれ新第三紀のより若い火山岩に直接覆われており本

地域が新第三紀以後顕著な隆起･削剥の場にあったことか読み

取れる.

本地域に噴出した火山岩類は中新世後期から更新世前期に

かけて時代の異なる4つのグノレｰプ(噴出順に太良ケ峠火山岩

小梅山火山岩水ケ森火山岩及び黒富士火山と周辺の小火山群)

に大別されそれぞれに特徴のある火山活動が認められる.

なかでも小楢山火山岩は主に溶結した酸性の溶結凝灰岩か

らなり小烏花筒閃緑岩と共に東山梨火山深成複合岩体を形成

している.

また黒富士火山とその周辺の小火山は近隣のフォッサマグ

ナの火山とは違っていずれもデイサイト質の火砕流の流出と

それに引き続く溶岩円頂丘の噴出までをひとつの活動パタｰ

ンとしており最大規模の黒富士火山だけは最後に安山岩質

の小型成層火山を山腹に形成して活動を終わっている.

現在これらの火山岩地域の周辺には幾つかの温泉地が知られ

ているか本地域では湯村温泉等数か所か利用されている.

火山岩類の一部は片山石山崎看また深成岩類の一部は塩山
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みかげ甲州みかげなどと呼ばれ良好な石材として用いられ

る･また乙女鉱山は現在県下第1位の珪石鉱山として稼行中で

ある.
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